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審議会等の会議結果報告  

 

 

 

 

 

１  会議名  令和５年度第１回津市いじめ問題対策連絡協議会  

２  開催日時  令和５年１１月２０日 (月 )  

午後２時３０分から午後４時まで  

３  開催場所  津図書館  ２階視聴覚室  

４  出席した者の名前  （津市いじめ問題対策連絡協議会委員）  

佐橋俊美  、横地美香、福山茂、古市藤照、山口勉、

鎌塚有貴、村田宜彦、川合陽一郎、横山真弓、倉

田幸夫、木原剛弘、廣岡雅子、伊藤雅子  

（事務局）  

津市教育委員会  教育長   森昌彦  

津市教育委員会事務局  

 教育研究支援課長     堀内晋三  

人権教育課主幹      野口浩樹  

生涯学習課  

青少年担当副参事     高松伸幸  

教育研究支援課主幹    岡田興昌  

 教育研究支援課副主幹   石見智彦、平充央  

５  内容  令和５年度第１回津市いじめ問題対策連絡協議会  

１  教育長挨拶  

２  配布資料等の確認  

３  委員紹介及び事務局体制について  

４  報告事項  

５  協議事項  

  各関係機関・関係団体等の情報交流  

６  諸連絡  

６  公開又は非公開  公開  

７  傍聴者の数  ０人  

８  担当  教育研究支援課  生徒指導・保健担当  

電話番号  ０５９－２２９－３２９３  

E-mail  226-3164＠ city.tsu.lg.jp  
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令和５年度第１回津市いじめ問題対策連絡協議会  議事概要  

 

令和５年度第１回津市いじめ問題対策連絡協議会  

 

（事務局）  

事務局 ただいまから令和５年度第１回津市いじめ問題対策連絡

協議会を開催いたします。本協議会につきましては津市情報公開条

例第２３条の規定により議事録は津市ホームページ上で公開するこ

とになっております。御了解よろしくお願いいたします。開会に先

立ちまして、津市教育委員会教育長森昌彦が御挨拶を申し上げま

す。  

 

１ 教育長挨拶  

（森教育長）  

皆さん、こんにちは。大変寒くなってきまして、学校現場はイン

フルエンザが非常に流行しておりまして、私の周りにもどんどん迫

ってきているという状況です。  

令和５年度の第１回津市いじめ問題対策連絡協議会ということ

で、本当にそのような中、また大変お忙しい中、御参集を賜りまし

て本当にありがとうございます。また平素は、津市の教育行政に対

しまして、各別の御理解・御協力をいただいておりますことを感謝

申し上げます。ありがとうございます。  

さて、本協議会ですが、いじめ防止対策推進法の第１４条の第１

項に基づいて、設置されておりまして、年に一度いじめの防止等に

関係する機関及び団体に関係する皆さんにお集まりをいただきまし

て、情報交換及び協議をいただくことになっております。よろしく

お願いいたします。  

さて、文部科学省の調査によりますと、いじめ認知件数が近年大

幅な増加傾向ということで、令和４年度につきましても認知件数が

（全国で）過去最多となっており、認知件数の増大の背景には、い

じめの定義の理解が進んでいるということ、それから各校において

積極的な認知が進められて、早期発見・早期対応が行われていると

いうことが大きな要因となっておりますが、少し私の個人的な感想

を言わせていただきますと、近年、逆にいじめ件数が多い方が良い

ような、逆に少ないと良くないと言われているような、そんな気も

するこの頃です。よく考えると、確かに発見の件数が多いと、しっ
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かりと見ているということにはつながると思うのですが、決してそ

れが重要では全くなくて、重要なのは多くなった少なくなったとい

うことではなくて、その中身。中身をしっかり見ているかというこ

とではないかと思います。発見件数が大幅に増えた府県を見ます

と、誤解を招くといけないのですが、これを本当にいじめと認定す

るのかというような、何かでこういうこと少し言われた、それも確

かに本人から見たらいじめなのかもしれませんが、そういったこと

も聞き取りをしてカウントにしているというふうなことなど。逆に

先も言いましたが、いじめの件数がゼロという学校もあるわけです

が、ゼロの学校は逆に何をしているんだというふうにいわれること

もある。そういうことではないよなというような思いも抱きなが

ら。ただ、中には、暴力行為、非常に大きな重大事態につながるよ

うな事案もございますし、何よりも定義ということを考えたらそう

いった考え方でいくということもそれは確かかとは思うのですが、

私が言わせていただいたようなことも含めて、提案もあるかと思い

ますので、いろいろなお考えなど、あるいは各それぞれの団体の御

事情などいろいろなことも御意見をいただけるとありがたいと思っ

ています。  

あと、暴力行為の件数ですが、特に小学校での増加が顕著である

と言われています。特にそういった低年齢化、そういった子どもた

ちの心の変化というものについてもしっかりと注視をしていかなけ

ればいけないなというふうに思っています。  

今日は、それぞれの立場から本市のいじめの状況を知っていただ

くとともに、関係機関の取組、そういったことを情報共有をしっか

りとしていただいて、今後の津市の取組より充実したものとしてい

くことにつなげることがでればと思っておりますので、御忌憚のな

い率直な御意見をいただけるとありがたいと思います。本日はどう

かよろしくお願いいたします。  

 

２ 配付資料等の確認  

（事務局）  

 続きまして配付資料の確認をさせていただきたいと思います。お

手元の資料でございますが、資料１から資料５までの資料および座

席表の６点がございます。資料３につきましては、資料３の１から

３の４までということで４つに分かれておるようなことになってご
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ざいます。もしも不足等がございましたら、お取替えをさせていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 

３ 委員紹介及び事務局体制について  

（事務局）  

それでは３、委員紹介及び事務局体制について進めさせていただ

きます。委員紹介及び事務局体制についてですが、資料１の委員名

簿及び座席表のほうを御覧ください。本来であれば自己紹介をいた

だくところでございますが、委員の皆様の情報交換の時間確保のた

め、名簿及び座席表を御覧いただくことで紹介に変えさせていただ

きたいと思います。また、資料１のほうを御覧いただきまして、資

料１のナンバー４、津市の私立の幼稚園認定こども園協会の宮下

様、津市立幼稚園長会の正田様、津市の小中学校長会の瀬古口様に

おかれましては、事前に欠席の御連絡を頂戴しておりますので、御

報告をさせていただきます。あと、津警察と津南警察の大野様、井

上様につきましては、少し遅れていらっしゃる可能性があるかと思

っておりますので、またお見えになりましたら御案内させていただ

きたいと思っております。よろしくお願いいたします。それでは、

当協議会は１８名の委員様で構成していただいております。本日は

現在のところ１３名の委員様に御出席をいただいておりますので、

津市いじめ問題対策連絡協議会条例第６条第２項に定める開会に必

要な委員数に達していることを報告いたします。それでは、この

先、議事のほうに移ってまいりたいと思いますが、津市いじめ問題

対策連絡協議会条例第６条第１項に、会長が議長となるとあります

ので、昨年度、御選出をいただきました鎌塚会長のほうにこの後、

議長として進行をお願いさせていただきたいと思っております。ま

た、副会長につきましては昨年度、津市の小中学校長会の外岡委員

に副会長を務めていただいておりましたが、今年度は、校長会の役

職が変わられたということで瀬古口委員に校長会代表として出てい

ただいております。本日は、欠席ではございますが、副会長のほう

は、瀬古口委員にそのまま引き継いでいただくということでこの場

で御承認をお願いできませんでしょうか。よろしいでしょうか。よ

ろしくお願いいたします。それでは、今後の議事につきましては、

鎌塚会長にお願いしたいと思います。なお、本日は、委員の皆様に

お忙しい中御出席をいただいておりますことから、協議会につきま
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しては、１６時終了を目途に進行させていただきたいと思っており

ます。それでは鎌塚会長、どうぞよろしくお願いいたします。  

 

４ 報告事項  

（鎌塚委員）  

昨年度より会長職をしております鎌塚有貴と申します。私は三重

短期大学で法経科の憲法担当の講師をさせていただいております。

この津市のいじめ問題対策連絡協議会では、昨年初めて皆様にお目

にかかり、様々な御意見を拝聴して大変勉強させていただいており

ます。先日の報道で、不登校の児童・生徒数が１０年連続で過去最

高になったというニュースを見ました。少子化に関わらず、認知件

数が増えてるというのも先ほど教育長からもお話がありましたが、

そういう事情だけ見れば大変残念な事だと思っています。ですの

で、重大実態になる前の防止など対策について本協議会では、委員

の皆様にお忙しい中、御出席いただいていますので、様々に意見交

換をしていただければ幸いと存じます。よろしくお願いいたしま

す。それでは早速ですが、報告事項の順番に進めていきたいと思い

ますので、事務局から提案していただきます。よろしくお願いしま

す。  

（教育研究支援課長）  

失礼いたします。教育研究支援課長の堀内でございます。私から

は、報告事項としまして津市立小中学校におけるいじめの状況につ

いてというようなところを御説明をさせていただきたいと思いま

す。着座にて失礼させていただきます。それでは津市立小中学校に

おけるいじめの状況について、文部科学省の児童生徒の問題行動・

不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査を基にしながら御説明を

させていただきたいと思います。まず資料でいきますと、資料３の

１を御覧いただけますでしょうか。資料３の１の１番、いじめ認知

件数の推移の表でございますが、本市における令和４年度のいじめ

の認知件数は小中、義務教育学校も含みますが、４８８件の報告が

されております。また三重県全国におきましては過去最多の認知件

数となっております。いじめにつきましては、資料３の４のほうに

も記載を太字下線で記載させていただいておりますが、平成２５年

にいじめの防止対策推進法が施行され、いじめとは、児童生徒に対

して当該児童生徒が在籍する学校に在籍するなど、当該児童生徒と

一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的または物理的な影
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響を与える行為であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身

の苦痛を感じているものと再定義づされ、細かくスクリーニングさ

れることで積極的な認知が進められるようになりました。このこと

から、認知件数の中には、例えば先ほど御説明もありましたように

相手に対して親切心でかけた言葉が上手く相手に伝わらずそれが相

手に苦痛と伝わってしまったことなど、また中には、自分の下手箱

の中に入れたり靴が動かされていた気がするといったそういったも

のも調査の対象となり、いじめの兆候を逃さないというふうな対応

が行われております。そのことも認知件数の増加要因の１つである

と考えられております。また学校におきましては、新型コロナウイ

ルス感染予防対策が緩和される中、行事との再開に伴い、児童生徒

の接触機会が増加したことなども要因として考えられております。

次に２番の表でございます。令和４年度に報告されましたいじめと

して認知された事案の１０月末現在の状況について御説明申し上げ

ます。小学校では、報告のありました３９３件のうち３８５件が、

中学校では９５件のうち８８件が解消済みとなっております。解消

に向けて取組中の１５件については、教育相談や保護者との連携、

日々の観察等を続けるなど慎重に児童生徒を見守り続けておりま

す。また小学校卒業時に解消されていないいじめにつきましては、

中学校に引継ぎを行い、見守りを継続して行っております。なお、

いじめの解消については、平成２９年３月に文部科学省によって、

いじめの防止等のための基本的な方針が改定されまして、解消の要

件として被害者に対する行為が止んでいる状態が相当の期間、これ

３ヶ月を目安としておりますが、それが継続していることがつけ加

えられました。このことから、一つ一つの事案に対しまして、慎重

な見守りを継続しております。次に３番です。学年別認知件数は表

のとおりでございます。小学校・中学校共に低学年から仲間づくり

やいじめを許さない学級・学年づくり、発生したいじめに対する早

期対応をしていくことが重要であるというふうに考えております。

続きまして４番の表でございます。いじめの対応別件数につきまし

ては、いじめの認知として報告のあった全てのものをこの区文ごと

に分類すると、小・中学校共に、冷やかしやからかい悪口や脅し文

句、嫌なことを言われる、というものが最も多くなっております。

これに、仲間外れ、集団による無視をされる、というものを合わせ

ると、主に言葉による件数が小学校での全体の４６ .８ %、中学校で

は全体の５１.５ %を占めているというふうな状況でございます。小
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学校では叩かれたり蹴られたりするなどの暴力を伴う件数が増加傾

向にあります。中学校では、パソコンや携帯電話等で、誹謗中傷や

嫌なことをされるというスマートフォンやＳＮＳに関する件数が増

加傾向にあります。次に、資料３の２を御覧ください。１番の令和

５年度、各月のいじめ認知件数を見ますと、今年度９月末時点での

いじめ認知件数は小学校２６７件、中学校９８件でございます。計

３６５件となっております。この時点で令和４年度を上回っている

というふうな状況でございます。次に２、令和５年度、認知したい

じめの状況についてでございますが、小学校は２６７件のうち８４

件が解消となっており、１８３件が解消に向けて取組中となってご

ざいます。中学校では２４件が解消となり、７４件が解消に向けて

取組中ということでございます。３か月を目安に見守りを続けてい

ることから、現在取組中が多くなっているという状況でございま

す。続いて３、令和５年度９月末までに報告されました件数につき

ましては令和４年度と同様の傾向が見られ、小・中学校合わせて、

冷やかしやからかい、悪口、また仲間外れ、無視という主に言葉に

よる区分が多くなっており、小学校ではぶつかられたり叩かれたり

蹴られたりするという暴力を伴うことが多くなっております。ま

た、小中学校ともにＳＮＳ等によるいじめやトラブルの件数が教育

委員会に報告されているだけでも増加傾向にあり、学校が把握でき

ていないものもあると考えられていることから、今後さらなる注意

が必要であると考えております。今後につきましても、いじめ防止

対策推進法やいじめの重大事態の調査に関するガイドラインに基づ

いた対応の徹底を図り、全ての児童生徒が安心して学習やその他の

活動に取り組むことができるよう、指導及び支援をしてまいりま

す。その後つきましては、資料３の３及び資料３の４につきまして

は、後ほど提案をさせていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。以上でございます。  

（鎌塚委員）  

ありがとうございます。それでは委員の皆様からご質問ご意見等

があれば挙手をお願いいたします。  

（川合委員）  

１点質問してよろしいでしょうか。  

説明ありがとうございました。昨年度の状況をおよび文部科学省

の取組についてという資料で読み込んできたのですが、全国的に見

るといじめの認知件数については、令和３年も令和４年と同じよう
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に小学校２年生が一番多くて、１年生と３年生はほぼ同じで、４年

生・５年生・６年生という感じが下がっています。そしてまた中１

が５２%に上がってますよね。ところが、津市の場合１年生が１７ .

３%の認知割合で２年生が１５ .３%で、３年生と５年生が１９ .

８％・１９.７％と全国平均と比べると比較的パーセンテージ的には

高いのかなというふうに自分は思いました。このグラフを見てみて

も、ずっと下がってきていますので去年までは、その３年生と５年

生に多くなった原因をどういうふうに市教委さんとしては分析され

ているのかということと、それとやはり１年生・２年生が少ないと

いうのは、例えば去年も就学前の先生方が、非常にこども園さんで

あったり幼稚園で非常に丁寧に子どもたちの姿を見ていただいてい

るということであったりなど、森教育長さんが推進されている架け

橋プロジェクトがいよいよ来年からいわゆる本格実施になる中で、

いわゆる幼稚園やこども園さんと低学年がうまくつながっているの

で、その１年生・２年生のいじめ件数が少なくなっているのかとい

うあたり自分は少しそういう効果もあるのかなというふうに読ませ

ていただいたのですが、教育委員会としての御見解を少し拝聴をし

たいと思います。  

 

（教育研究支援課長）  

 ありがとうございます。先ほどおっしゃっていただいたように、

当然ながらやはり架け橋プログラムであったりなど、幼小との接続

の中で子どもたちを見る目ということが変わってきたというような

こともあり、子どもたちの中でいじめの件数が少なくなってきたと

いうところにもひとつ要因はあるのかなというのは思うのですが、

やはりこれまでの、いじめに対する認知の考え方、教職員の見方と

いうのがずいぶん浸透してきたなというようなところもあろうかと

いうふうに思います。安易にこれはいじめではないというふうに見

過ごしてしまうのではなくて、少しでも気になるところがあれば、

それを認知して、早期の対応や早期発見というようなところにつな

げていくというような意識が変わってきたというところも大きいの

かなというふうなことは考えております。  

（川合委員）  

 ありがとうございました。  
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（鎌塚委員）  

川合委員とそれに対する御返答ありがとうございました。ほかの

皆様よろしいでしょうか。  

（廣岡委員）  

 質問が１点。  

（鎌塚委員）  

 廣岡委員。  

（廣岡委員）  

 お願いいたします。御報告いただきありがとうございました。１

つお尋ねしたいことがございます。資料３の１の一番上、津市のい

じめ認知件数が年々上がってきているはずで、令和２年度はコロナ

の一斉休校等で低くなるのは分かるのですが、令和３年から令和４

年で下がってますよね。これは上がっていくのがもうどのデータ見

てもそうなのですが津市さんの場合はどういうことだったんでしょ

うか。  

（事務局）  

 そのあたりついては私どもも分析をしているところでございま

す。先日も校長会等の中でも、やはりこういうふうに本来であれば

認知件数がどんどん増えていくということが１つの望ましい姿でも

あるのかとは思いますが、必ずしも認知することが目的ではないと

いうふうなことも一方は考えております。ただ全国的に認知件数が

増えている中で、津市が下がっている所があるというところは少し

気をつけてみていかなくてはいけないですよね。というようなこと

は校長会の中でもお伝えをさせていただいたところです。  

（廣岡委員）  

 ありがとうございました。何か素晴らしい取組をされているのか

なと、もしそんなことがあったら、また今後も避けられるのかなと

思ってお伺いしました。ありがとうございます。それからもう１

つ。いじめ重大事態は、昨年度も発生がないという話をお聞きした

ので、今回はないです。素晴らしいですね。ありがとうございま

す。  
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５ 協議事項  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございました。ほかの委員の皆様、いかがでしょう

か。なければ、次の議題に移りたいと思いますがよろしいでしょう

か。それでは、協議事項に沿って説明させていただきます。協議事

項（１）の各学園・園におけるいじめ等の状況についてに入りたい

と思います。令和５年度になって、新型コロナウイルス感染防止の

ための行動制限等が緩和されました。部活動や学校行事・地域の祭

り・花火大会などの様々な活動が再開されたことによって児童生徒

の行動範囲の広がりや接触機会が増加しているという状況がありま

す。まずは各学校でのいじめの認知の状況や子どもたちの状況につ

いてお伺いしたいと思います。大変恐縮ですが、御発言につきまし

ては時間の関係上お１人当たり２分以内でお願いいたします。それ

では高田中・高の福山委員からお願いいたします。  

（福山委員）  

 高田中・高等学校です。中学校に限定いたしますと、今年度あっ

たことですが、仲のいいもの同士が結局どんどんとエスカレートし

て相手に対してきついことを言ったり、ときには接触もありまし

た。最初は認識を本人はしていない、いじめだというふうにされた

方も思ってないのですが、親がそれを聞いて学校へ電話してきて、

こんなことがあったんですけどということで聞き取りますと、そう

いったことが分かってきたという感じで。  

 本校は各三重県下、三重県外もそうですが、いろいろなところか

ら集まってきまして、特に中学１年生の最初の頃は尊重し合うと言

いますか、仲良くしているのですが、だんだんと我が出てきます

と、相手に対してのそういう行動を取ってしまう者も出てきまし

た。あとはみんな一応節度を守って尊重し合っての生活を送ってい

ます。だいたい２年・３年・４年・５年・６年と６年コースです

が、学年が上がるにつれて、本人の自覚と協調性と言いますか社会

生も身についてきますので、そういったことがなくなっていく傾向

であります。以上です。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは続きまして、セントヨゼフ女子

学園の古市委員よろしくお願いいたします。  
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（古市委員）  

 セントヨゼフ女子学園ですが、対策としては学期に１回アンケー

トを取るのですが、その前に各担任から日頃から誹謗中傷するよう

な言葉を言わないこと、あといじめの四層構造の話をしてもらうな

ど、そういう形でアンケートだけではなくてホームルームでいじめ

の対策として話をしてもらっています。同じく学期に担任面談、生

徒の様子だけではなくて悩みごとを聞くという時間も設けていま

す。あと生徒１人１台 iPad を持っていますので、急なことは直接言

えればいいのですが、言えないときは iPad で担任に連絡するという

ことをしております。あと、セントヨゼフですが、朝のホームルー

ムが９時になっています。すごく遅いので担任が余裕を持って朝の

ホームルームに前に行って、生徒の様子など日頃生徒の顔を見て、

しんどそうな子がいないかなどそういうところまで見るようにお願

いしています。以上です。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは三重大学教育学部附属中学校の

山口委員お願いいたします。  

（山口委員）  

 失礼します。附属中学校の山口と申します。附属の場合も当然学

期に１回のアンケートに加えて、教育相談の期間というのをかなり

長く設定しておりまして、一人ずつしっかり担任が話を聞くという

ことをしております。いじめについては、やはりアンケートで出て

くるというのが一番多くなっています。日常の中で何かが起こって

いるというよりも、アンケートでの記載があって、よくよく聞いて

みるとそこで分かってくるということ多いという現状です。例にも

ありますＳＮＳなどが、増加とまではいかないかも分かりません

が、一定数はやはりあります。その都度、当然その本人たちだけで

はなくて、誰にでも起こり得るということなので、学年で急遽集会

を持ったりなど、初期の段階でそういうことを繰り返して行ってい

ます。主に１年生で出てきますので、そういうことを行っている

と、２年・３年ではそういうことが起こりにくいというような状況

になっております。津市の資料にもあるようですが、やはり我々学

校として避けたいのは、非常に解決が困難になってしまうような事

案に発展すること。そのための初期対応というところに重点を置い

ています。様々ないきさつがあるのですが、教員がそのいきさつだ

けとか、前後の状況に意識がいってしまい、いじめの認知が遅れて
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しまったり、報告が遅れてしまったり、そういうことによってトラ

ブルになってしまうということを避けたいというのが、非常に大き

なところです。もう１つはさらに重大事態を避けたいというところ

で、いわゆるイメージにある重大事態ではなくて、不登校・欠席が

増えてしまうことによって重大事態になっていくというのは、国全

体もそうですが、非常に多いので、そうなるまでに早めの対応を取

っていくというところに重点を置いて取り組んでいるところです。

以上です。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。各高校の委員さんの先生方もお忙しい

中、生徒に対してきめ細やかな指導をしてくださっているとのこと

が分かりました。ありがとうございます。それでは続きまして、園

のほうに移りたいのですが、園につきましては、いじめというよう

な捉え方に限らず、園児同士のトラブルや問題行動という点も含め

て現状をお伺いできればと思います。それでは、津市立保育園協議

会の佐橋委員からお願いします。  

（佐橋委員）  

 失礼します。今回初めてこの会に関わらせてもらったものですか

ら、様子が分からないままですが、実際のところ、子ども同士のい

じめということよりも、やはりまだまだ成長段階の良いこと悪いこ

とを、ずっと教えていく伝えていく成長過程の子どもたちを相手に

しておりますことから、今会長さんがおっしゃったみたいに人の嫌

がることはやめようねという、自分がされて嫌なことをやめようね

というような話をその都度その都度、場面を見たときにあるいは絵

本や物語の中でのそういうところのお話を子どもたちにしていま

す。  

 特に児童虐待があって尊い命が亡くなったということと、あるい

は全国的にあります不適切保育というそちらの話題の方が大きいで

すが、園児同士のいじめというよりは、そういうことが傷つけない

ように嫌なことをやめようね、止めようねと言うことの方が多く

て、むしろ良いことした方を褒めるという日常で、どの園も取り組

んでもらっています。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは津市公立保育園・認定こども園

長会の横地委員お願いいたします。  
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（横地委員）  

 お預かりしているのが乳幼児ですので、いじめに該当するような

事例というのは特にはありません。やはり社会情緒的能力と言われ

るものがありますが、他者理解ですとか自己機能、自分の行動をコ

ントロールするといったこと、感情を抑える・感情のコントロール

ですとか、切り替えたり思考したり集中したりする力・思考の実行

機能と申しますが、そういう力を育む基盤になる時期ですね。そう

いう力を育てるためには、やはり友達や大人、教師を含め大人とも

良好な関係を子どもたちとしっかり育てますので、そこら辺は大切

に見ていきたいなと思います。先ほど言及されましたが、やはり架

け橋プログラムにもありますね。子どもの姿をどう捉えるかという

ことですね。一人一人の成長や発達をきちんと捉え、子どもの姿を

どう見るか、という視点ですとか、多角的に見る力というのが非常

に大切になっておりますので、そういった研修を繰り返す中で力を

つけて丁寧に取り組み、そして、一つ一つやっていきたいなと思っ

ております。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。こちらも発達段階の重要な時期に子ども

たちをお預かりしていいただいていますので、これからも引き続き

そのような方向で見ていただければと思います。ありがとうござい

ます。それでは協議事項の２に進ませていただきます。関係機関に

届けられている相談状況や取組等について順番にお伺いしていきた

いと思います。それでは、津人権擁護委員協議会の倉田委員にお願

いいたします。  

（倉田委員）  

 機関としては電話相談、それと対面での相談、そういったところ

で子どもに関する相談または一般の常設相談、そういうようなとこ

ろで受けております。親からの電話が多く、当事者からは少し少な

いのかなという気持ちがあります。トータル的に親の意見を総合す

ると、先生とのコミュニケーション不足に尽きるようなところで、

そういったところで相談の電話や面談になるなどのケースが多く、

そこをどう話し合っているのか、突き詰めて当事者さんと内容が整

理されていない、そんなところを感じたところはあります。それと

学校に対しての人権教室、委員が地元の学校・幼稚園などに出向い

て、または電話などをして実施させていただいておりますので、そ

ういった機会を１校でも１園でも多く、こちらは対応していきたい
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と考えておりますので、よろしく受け入れる側の協力というか、そ

ういった御理解をお願いしたいと思っております。以上です。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは津地方法務局の横山委員お願い

いたします。  

（横山委員）  

 今回お手元に配っていただいている緑とブルーのカラーの横長の

資料を御覧いただきながらお話させていただければと思います。

今、倉田委員からも説明があったように、人権擁護委員と我々法務

局は一緒に人権擁護活動をしておりまして、その活動の中身につい

て「法務省の人権擁護機関の人権擁護活動」と題する資料に沿って

御紹介させていただければと思います。法務局では、「人権相

談」、相談などを端緒に発見しました「人権侵犯事件の調査救

済」、「人権啓発」の３つの活動を行っています。倉田委員から人

権教室など行っていますというお話があったのは「人権啓発」の活

動になります。１ページの下のところ、「機構」として記載してお

りますが、法務局は、法務省の地方出先機関として、各都道府県に

全国で５０か所置かれている組織です。三重県内では津の本局とそ

れから６つの支局がございまして、県内７庁で人権擁護活動を行っ

ています。このほか、人権擁護委員の組織体がございまして、それ

らと協力して活動を行っているというところです。人権擁護委員の

紹介は１ページの右側のところに書いておりますので御覧いただけ

ればと思います。具体的な活動の中身については、２ページ以下に

まとめております。「人権相談」については、２ページ、３ページ

にわたって書いているとおり、各種相談窓口を設けております。対

面のもの、それから電話のもの、メールのものなどがありまして、

このうち子ども向けの相談窓口としては「電話による相談」のう

ち、「こどもの人権１１０番」というフリーダイヤルの専門ダイヤ

ルがあります。それから最近は電話が少し苦手というお子さんが増

えている関係もあって、メールで御相談いただくケースもありま

す。ほかに、３ページを見ていただきますと、子ども向けの相談と

して法務局が一番力を入れている取組として、手紙による相談があ

ります。県内の全ての小中学生に毎年１枚ずつ、便箋兼封筒の形の

「ＳＯＳミニレター」という、無料で法務局に相談を書いた手紙が

送れる用紙をお配りしております。この用紙に学校、家庭では相談

できないような内容の相談事など、何でも悩みを書いて送ってもら
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い、法務局から返事を書いて送るというような取組も行っておりま

す。吹き出しのところに書いておりますが、令和５年度は９月末時

点の数字で、三重県内で７８件相談が寄せられております。「うち

本局管内」と書いてあるのが、本局が管轄する津市・鈴鹿市・亀山

市における件数でして、２１件となっております。このうち約２割

がいじめに関する手紙の内容となっております。手紙の内容は様々

で、たわいもない中身のものもありますが、深刻なものも結構多い

ところでして、いじめに関するもの、学校で体罰に近いようなこと

を先生からされていますという、そういうお便りが届くこともあり

ます。少し気になるものとしては、虐待をうかがわせるものや、自

殺をしたいんだという内容の手紙が届くことも増えていまして、そ

ういった場合には学校や、教育委員会、児童相談所と連絡を取りな

がら、また、事案によっては警察にも連絡を取りながら、相談への

対応をしているというところでございます。  

 それから３ページの一番下のところに「ＬＩＮＥによる相談」と

書いております。そちらが法務局の中で比較的新しい相談窓口にな

りまして、三重県内では去年の１０月からＬＩＮＥでの人権相談も

受け付けております。今まであまりＰＲできていなかったこともあ

りまして、皆様にはぜひこういった窓口があるということを児童生

徒の皆さんにお知らせいただければと思っております。  

４ページは「人権侵犯事件の調査救済」ということでリーフレッ

トを抜粋したものを掲載させていただいています。ここは今日は詳

しく御説明しませんが、一般論として、いじめの事案で人権侵犯事

件として調査し、人権侵害の事実があるという結論となった場合

は、学校における安全配慮義務が十分果たされていないということ

で、学校長を相手方として、措置を講じるというような流れとなり

ますので、その点だけ御紹介させていただきます。  

次に５ページを御覧ください。これが３つ目の活動になりまし

て、「人権啓発」の関係です。我々が取り組んでいる人権擁護活動

には相談、調査・救済、啓発と３種類ありますが、啓発の活動に一

番力を割いているところもございます。先ほど倉田委員からもお話

がありましたように、人権擁護委員が県内の各幼稚園だったり、小

中学校だったりに出向きまして、人権教室というものを行っており

ます。内容については、様々なテーマで行わせていただいています

ので、どういったテーマでもお声かけいただければ、人権擁護委員

と調整しまして人権教室を行わせていただきたいと思っておりま
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す。いじめについてテーマにした人権教室もできますし、それから

ＳＮＳの関係ですね。ネット上でのいじめなども増えているという

話がありますので、そういったテーマでお話しするということもで

きます。ぜひ御利用いただければと思っております。その他の取組

については５ページに書いておりますので、御覧いただければと思

います。  

あと最後に６ページで、人権啓発の冊子だったり動画だったりいろ

いろなコンテンツを法務省・法務局で作っております。いじめに関

するものをいくつか御紹介したくて一部をここにまとめております

が、ほかにもいろいろございますので、５ページのところにこれら

の資料にアクセスできるＱＲコードを載せておきました。３つ、Ｑ

Ｒコードありますが、一番左側の啓発資料等というＱＲコードにア

クセスいただくと、いろいろな資料や冊子・動画等が御覧いただけ

ます。ぜひ一度御覧いただき、ＤＶＤ等の貸出希望がございました

ら法務局に御連絡いただければ媒体でお貸しすることもできますの

で、御利用いただければと思います。長くなりましたが以上です。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございました。津市ＰＴＡ連合会の木原委員お願いい

たします。  

（木原委員）  

 すみません、ＰＴＡ連合会です。僕たちＰＴＡは保護者の会なの

で、保護者の視点でということになろうかと思うのですが、先日、

津市立幼稚園の各代表に来ていただいて、交流会をさせていただき

ました。お子さんが小学生に上がるにあたって、不安に思うことは

なんですかということを、グループワークの中でアウトプットして

いただくということをさせてもらったのですが、多くのグループが

友だちができるか、友だちとトラブルにならないか、みたいなこと

を保護者としては挙げられておられたというのがすごく印象的でし

た。もっと歩けるかとか、歩いて学校行くのが大丈夫なのかとか、

授業中ずっと座っていられるのかなど、そういうことに関心がいく

のかなと思ったのですが、多くのグループが不安に思うことの一位

は子ども、人間関係に関する友達できるかな、コミュニケーション

きちんと取れるかなというようなことを言われていました。この認

知件数が増えてきて初期段階で早期にというのも十分理解はしてい

るのですが、それを否定しているわけではなくて早期に問題を解決

していきたいと思うのですが、保護者としてはあまり過剰、過敏に
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捉えすぎないような、正しく理解して集団で生活していく中でどう

してもトラブルは出てきますので、保護者があまりにも、少し表現

が難しいのですが、あまりにも保護者が過敏に捉えすぎないように

伝えていくというか、早期に発見できるようにいろいろな所で努力

をしていただいているので、何かことが起こったり、何かあったか

らといって過敏に反応しなくても対応しっかりできるというのと、

集団で生活していく以上、多かれ少なかれそういうことが全くない

ということは難しいのではないかなということも含めて、保護者側

として理解を深めていく必要もあるのかなというふうに思っていま

す。まとまりのない話になってしまいましたがよろしくお願いしま

す。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは続きまして中勢児童相談所の村

田委員お願いします。  

（村田委員）  

 お願いします。児童相談所の方にいじめということで、児童の方

から直接御相談いただいたりということはないのですが、保護者の

方から学校の対応に納得いかないということで、そういった場合に

児童相談所から指導をしてくれないかというような形で御連絡いた

だく場合があります。お話しして聞かせていただいた上で、私ども

の方から指導という形の権限がございませんのでというような説明

をさせていただいて、教育委員会さんなどを御案内させていただく

というようなことがございます。そういったことで御案内させてい

ただいて教育委員会さんだったり、中学校さんにこういったお話を

いただいていますということで御案内させていただくということが

あります。例として多くなかったと思いますが、相談電話であった

り、ＬＩＮＥの相談なども主に虐待なのですが始めておりますの

で、そういった中で情報を寄せられれば、共有させていただくよう

な対応をさせていただいております。簡単ではありますが以上で

す。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは津市スクールカウンセラー代表

の廣岡委員お願いします。  

（廣岡委員）  

 お願いいたします。スクールカウンセラーは週１回学校で出向く

というのが基本ですが、いじめはいつ起こるかわからないというこ
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とで、いじめ対応はほとんど学校の先生方がすぐに対応されている

ということです。スクールカウンセラーは直接関わるよりも先生方

のお話を聞いて後方支援をする、助言をするということのほ方が多

いと思います。そこで思うのですが、学校の先生方はいじめ問題に

ついて、指導として人を傷つけてはいけないとか、先ほどおっしゃ

っていただいたように、自分がされて嫌なことは人にしないという

指導をしてくださっているのですが、それだけの言葉では特に小学

生なんか中学生もそうだと思うのですが、抽象的かなという気がし

ます。頭で子どもはいじめはいけないと思っているのですが、自分

の言った言葉など自分のした行為がいじめにあたるというふうに気

がつかないということがありますので、すぐにそういうことってエ

スカレートしがちで、いじめになってしまいますので、こんなふう

に言うこともこんなふうにすることも相手がそれを嫌なこと、不快

だと思ったら、それはいじめになるんだよという具体例をぜひ学校

で先生の言葉で先生の口から直接伝えてあげてほしいというふうに

思います。以上です。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。それでは皆様から御意見いただきました

ので、協議事項⑶いじめの定義を踏まえたいじめ防止対策について

ですが、皆様に意見交流をしていただきたいと思います。ここで教

育委員会より提案がございますのでお願いいたします。  

（事務局）  

 教育委員会から提案をさせていただきます。資料は３の３を御覧

ください。津市小中学校におけるいじめの状況ではございますが、

その資料１番、令和年度の調査において 1,000 人当たりのいじめの

認知件数を比較した表でございます。２番につきましては、いじめ

を認知した学校の割合を表にしてございます。本市におきましては

1,000 人当たりの認知件数は全国と比較すると少ない状況となって

おりますが、認知をした学校の割合は高い状況となっております。

また３番ではいじめの対応が難しくなりがちなケースとして４つの

代表的なケースを挙げさせていただきました。いじめの防止対策に

おきましては、いじめを積極的に認知し、早期発見・早期対応が重

要であるとともに、学校の中で子どもたちがいじめに向わない態

度・能力を身につけるため、日常生活だけではなく学習場面におい

ても、一人一人が人間として大切にされている自己存在感を実感す

るということが必要になり、そのことがいじめを生まない環境づく
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りということにつながりますし、未然防止の取組につながっていく

とも考えております。また、子どもたちが人権を尊重し、共感的な

人間関係の中で多様性を認め、人権侵害をしない人に育つことを目

指し、子どもを主体とした日々の教育活動を自らの行動を決断し、

実行していく力を身につけていくことも重要であるというふうに考

えております。新聞報道の中ではいじめの認知検数や重大事案の発

生件数などが大きく取り上げられている現状でありますが、いじめ

防止対策推進法においても、第３条でいじめ防止対策について児童

が安心して学習やその他の活動に取り組むことができるよう、学校

内外を問わずいじめが行われなくなることを旨として進めなければ

ならないというふうにされております。さらに国・地方公共団体・

学校・地域住民・家庭その他の関係者の連携のもといじめの問題を

克服することを目的として行わなければならないとされています。

いじめ防止対策は学校や社会の中からいじめがなくなることを目的

として行われる必要があります。そのために本日集まりいただいた

かたから改めて御意見を伺うことができたらというふうに考えてお

ります。また資料３の３対応が難しくなりがちなケースにつきまし

ては、保護者の方が資料３の４にありますように、いじめの行為が

あったときに、相手を許すことができず相手に制裁を加えないと気

持ちが収まらないなどの考えはある場合があります。社会の中にあ

る考え方や社会情勢などが子どもたちに影響している可能性も否定

できないというふうに考えております。この点につきましても委員

の皆様から御意見を頂戴できると幸いでございます。どうぞよろし

くお願いいたします。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。今の教育委員会からの提案を踏まえて、

それぞれの委員の皆様の立場から御意見を伺えればと思いますがい

かがでしょうか。佐橋委員お願いいたします。  

（佐橋委員）  

 事務局さんに質問という形になるかと思うのですが、３の３の２

で、認知率は比較的高いということでしたが、実は自分の経験談か

らの話なのですが、以前児童養護施設で仕事をさせてもらっていま

した。小学校の女の子だったのですが、学校でいじめられていると

いうのを施設の職員である私たちに伝えてきて、それで、担任の先

生に実はこの子がこんなことを訴えているのですがということを言

うと、先生が直接施設にやってきて、うちのクラスにはそんなこと
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ありませんというようなことがありました。実際、一緒に施設から

行っている子どもに聞くと、本人以外の子どもも一緒にいじめられ

ているということを見聞して知っている。でも担任はうちにはそん

なことありませんと言って、わざわざ施設まで来て説明をして帰っ

てくるという。  

 それで、今お尋ねしたいのは、そういうことがあったときのチェ

ック機能についてです。先生同士、あるいは学校の中で先生がそん

なことないよと言ってしまえば、無い場合だってあるかもしれない

ですし、過剰な判断など過保護すぎるのもいかがなものかというの

は、先ほどもおっしゃってみえましたが、明らかに子どもが嫌な思

いをしていじめられているというのを、いつの間にか無いものにし

てしまうようなことがないようなチェック機能というか、そういう

体制があるのかどうなのかということを教えていただきたいと思い

ます。  

（事務局）  

 ありがとうございます。まず１つは、やはり児童生徒へのアンケ

ートであるかと思います。もちろん、無記名なりであったりだと

か、自分の記名をしたりだとかという中で、それを担任だけではな

くて、全校でそれを共有する、また管理職がそのことを確認すると

いうことが１つのチェック機能になるのかなと思います。また、小

学校であれば、特に学級を担任が主導することが多くございます

が、やはりそれだけではなく、全ての子どもたちをチームで組織で

見ていくというふうなことで、例えば、相担がいれば、相担と子ど

もたちの情報を常に共有し合あったりだとか、子どもの変化にほか

の教員が気づけるように、常に体制をつくっておくということも１

つのチェック機能になるのかなと思います。また、中学校では、も

ちろん教科担任でありますので、それぞれの教科の担当が、児童生

徒の変化に気づいていく、また子どもたちの何か変化に気がついた

ときには、そのことを生徒指導委員会等で共有をしていくというふ

うなところで１つのチェック機能を果たしていると思っておりま

す。  

（佐橋委員）  

 ありがとうございます。そのアンケートというのは定期的なもの

なのですか。何かがあったときにこんなことあったけどみんな知っ

てるか。など。何か気づいたことあるかなど。  
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（事務局）  

 基本的には学期に一回行っております。  

（佐橋委員）  

 定期的にしていただいてありがとうございます。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。ほかの委員の方はいかがでしょうか。  

（伊藤委員）  

 いいですか？先ほどの件について。  

 教育委員会の伊藤です。すみません。貴重な御意見をいただきま

してありがとうございます。以前はどれぐらい前のお話なのかとい

うのはあるのですが、担任の定義の認識が様々だったんです。それ

で、今日の資料の中にもまた後で説明あるかわかりませんが、資料

３の４の中に、国のいじめの定義の変遷があるのですが、平成１８

年に大きな定義の変更がありまして、そのときに今のケースがすご

く多くなってきているのですが、受けた子が嫌だと思ったらそれは

いじめと捉えて早期の対応をしましょうという方向性が示されまし

た。なかなか以前からの定義が認識の中にあって、それはいじめで

はないだろうという意識の中で、いじめとして捉えた対応ができて

いない状況の期間というのがありました。津市でも随分他県に比べ

て認知検出が少なかったので、平成２９年から毎年とはじめに一番

最初の校長会で、いじめの定義をもう一回周知をさせていただい

て、すべての教職員が、同じ認知、共通理解のもとでいじめを認知

をする、それで何か怪しいなと思ったら、それを疑ってみるという

か、こういうことが本当はあるのではないかというふうな方向で見

るということを周知をさせていただいて、段々と認知検査が増えて

きている状況ではあります。ただ、先ほど教育長の冒頭の挨拶にも

ありましたように、そこのところが他県の状況を見ているとものす

ごく多いんですね。もう何万件と上がってくる状況があるのです

が、ただそれも聞かせていただくと、横の山口先生非常に詳しいの

ですが、ほとんど子どものアンケートです。アンケートでいじめら

れたというのを、そのまま数で挙げている、そういった自治体もあ

る。でも、津市の場合は、アンケートで挙がってきたことを、子ど

もたちに聞き取りしたりであるとか、背景を見たりであるとか、そ

れから先ほどのゼロ件というのも、本当にゼロ件なのかどうかとい

うことをしっかりと確認した上で、仮にゼロ件であれば、きちんと

保護者の方にもゼロ件でしたと（公表する）。それで、本当にゼロ



22 

 

件でなければ親御さんから、いやいやうちの子いじめられてるのに

ゼロ件というのはないでしょうということをきちんとお伺いしてい

きましょうというふうなことを含めて、進めさせていただいている

ところです。  

 教職員の認識がしっかりと共通理解を図られているかというと、

先生方も若くなって、新しく新採の先生方も入ってこられて、なか

なかしっかりと毎年毎年行っていかなければ難しいところではある

のですが、いただいた意見をしっかりと学校に返しながら、全員の

目で見ていくということをしっかりとしていかないといけないかな

ということをあらためて学ばせてさせていただきました。ありがと

うございます。  

（佐橋委員）  

 ありがとうございます。言葉が足りませんでした。他市の話で

す。  

 いずれにしても、不適切保育も一緒で、これが正しいと思ってい

たことが、随分と価値観が変わったり、今はそうではないというこ

とがあったりするので、やはり何にしてもチェックをして、良い方

向に行くということが大事なことです。  

（鎌塚委員）  

 川合委員  

（川合委員）  

 すみません、先ほどの伊藤理事のお話を伺っていて、やはりいじ

めの問題を考えたときに解決するためには、いわゆる学校だけでは

なく、地域や社会、全ての人が総あたりで取り組んでいく必要性を

自分は考えています。例えば、前に座っていらっしゃる木原さんの

ＰＴＡ連合会さまも、例えばインターネット・モラルの講座を講師

を派遣していただくという取組をされています。ですので、そうい

ったことを、今日集まっていらっしゃる皆様方が日々努力をしてい

ただいているおかげで、結構いじめが初期の段階で発見されている

ということについては大変ありがたく思っています。ただ、自分の

校長時代に経験した非常に難しいケースだったのですが、そのとき

に市教委から派遣していただいたスクールソーシャルワーカーの先

生や、スクールカンセラーの御支援があったことが非常に大きかっ

たなというふうに自分は思っています。もう１つ言えば、いじめの

被害者が非常に精神的に追いつめられてトラウマ状態になっていた

んです。そのときにトラウマを解消するスキルを持たれた精神科医
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を紹介していただいて、そのドクターに受診をして、約３回ぐらい

の受診だったと思うのですが、随分精神的なストレスを軽減したと

いうことも経験しています。また、そのケースのときにも、地域の

民生児童委員の方にも随分お世話になりました。ですので、いろい

ろな角度から、いろいろな方面からこ事例を解決するために、お力

を貸していただいたことについては、心から感謝をしています。１

点質問なのですが、いわゆる教育行政における法務相談体制の構築

という部分が、文部科学省が言い始めているのですが、その点、例

えばいじめの案件のような場合、いわゆる弁護士さんであったりと

か、市の顧問弁護士さんのお助けなり支援というのは求めることが

できるのかどうか、これだけ少しお教えいただければと思います。  

（伊藤委員）  

 いいですか。申し訳ありません。  

 弁護士の方ですが、市の顧問弁護士もいていただくのですが、そ

れとは別に、津市の場合は平成３１年に、三重県弁護士会と連携協

定を結ばせていただきまして、そこでいじめの講座、例えば弁護士

からいじめって、こういう犯罪になってくんだよということであっ

たりとか、人を傷つけることになるんだよというところの、弁護士

として先生とはまた別の立場でお話をしていく。そういう先生たち

や子どもたちへの講座、それから親子さんとトラブルになっていた

ときなど対象の先生向けの講座、そういったものをしていただくの

と、それから先日ありましたのは、学校と親子さんだけではなかな

か解決がいかなかったので、少し弁護士さんに入っていただいて、

被害者側の親御さんにお話をしていただくということをしました。

学校側からの説明ではなくて、一定冷静に聞いていただいて、少し

様子見ますとなったことがありました。これはスクールカウンセラ

ーとかスクールソーシャルワーカーさんの話をしていただいても同

じことで、学校の先生ではなくて、違うお立場からそういうお話を

していただくということが、非常に（話が）入っていきやすいとい

うことがあります。市の顧問弁護士は、損害賠償などお金に関わる

方向に行きそうな場合は市のほうの弁護士。そしてそこへ行くまで

のもっと入口のところでもめているそういった部分については、ス

クールロイヤーという言葉よく使われますが、弁護士との連携協定

を結ばせていただいている弁護士さんに相談をするということを平

成３１年からさせて平行してさせていただいています。  
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（川合委員）  

 そういうかたが一応スクールロイヤー的な立場で我々というか子

どもたちを支援する立場で参画していただいているという理解でよ

ろしいのですか。  

（伊藤委員）  

 そうですね。学校へ行っていただいて、直接子どもたちにお話し

ていただくこともありますし、先生たちとお話することもあります

し、困ったときには相談をするということもしていただきますの

で、そういったところでの連携というふうに考えております。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。他の委員の方々は御意見はいかがでしょ

うか。もし無さそうであれば、先ほどの教育委員会の提案に関わら

ず、皆様から出していただいた意見に基づいて、それぞれ議論とい

うか交流していただいてもよろしいでしょうか。御意見等いかがで

しょうか。  

（伊藤委員）  

 よろしいですか。先ほどの事務局の提案ですが、山口校長先生か

らもありましたが、初期対応。資料の３の３のいじめの対応が難し

くなりがちなケースを４つ津市教育委員会から挙げさせていただい

ているのですが、上の３つは親御さんとの関係など、そういった部

分でなかなか子どもたち同士はごめんね、いいよって言っているの

ですが、親御さん同士がなかなか受け入れてもらえない場合があっ

たりすることもあるのですが、４番目の学校の対応が遅れてしまっ

て、例えば金曜日の起こったことを土日明けてしまって月曜日の対

応になっても、土日の間に少しこじれてしまっているなど、そうい

ったところでの、こじれているのを検証していくと、やはりここで

少し対応間違ってるよねとか、対応が遅かったよねというところが

あるのですが、その辺り、どうかなと思いまして、いかがでしょう

か。  

（山口委員）  

 先ほど私初期対応と言ったのですが、例えばこのいじめのアンケ

ートを取ったとすると、学校は担任なり学年がそれを見るのです

が、必ずその日のうちにすべてに目を通して、子どもたちから特に

重大とまでいかないとしても、気になるような記述があった場合

に、必ずその日のうちに子どもに聞く。場合によっては、下校時刻

が過ぎていたとしても、保護者に連絡を取って、何としてもその日
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のうちに最低でも聞き取りはしておくというようなことを一件一

件。深くは後日になるのですが、少なくとも見なかった、見たけど

そのまま放置して、週を跨いだということは絶対無いようにという

ことをしているのが１つです。あと、私、実は仕事で大学院生に講

演をしたりもするのですが、大学院生って大学で学んできているん

ですよね。まして、私が担当している大学院生は教員になろうとし

ている大学院生なのですが、いじめのことって勉強してきたのと言

うと、全員がしてきたというんです。ところが、先ほどのこの紹介

にありましたこのいじめの定義、ほとんどの学生が認知していませ

ん。正しく理解していません。過去も一方的であったりなど継続的

であったりというふうなこと、こういった言葉のニュアンス的なも

のなのですが、イメージがどうも残っている。これはいじめには該

当ではないかってすごく考えていたりなど、よくあるのが、これは

お互い様ですみたいな。こちらの子も悪いよねという形で判断して

いくという学生が非常に多くて、そこら辺をテーマに講義をしたり

するのですが、そういう子たちが学生から今度教員になったとする

と、やはり一人一人今理事がおっしゃったように、一人一人の教員

のやはり認知にすごくばらつきが大きい。まだ中学校はどちらかと

いうと学年組織であったりなど、学校全体で行っている文化がある

のですが、小学校は特に担任の先生が主に行いますので、先生の認

識によってかなり温度差があるというところがすごく気になりま

す。つまり、学校として校長としては、そこを学校全体の職員の意

識というか、どういう方針でいくのかなどの職員全体の足並みとい

うか認識を揃えていくということを、そこは必ず行っていかないと

大きくなっていくというふうなことを感じています。というのは、

以前に校長をしていたときに、職員が校長先生これは報告いらない

ですよねって言ってきたんですね。それで、私の意思としては、い

やこれはいじめの事案ですよということで、必ず市の教育委員会に

報告を上げなさいということで上げたのですが、結果的にその２週

間後ぐらいにその保護者の方が市教委へ行かれて、そのときに市教

委から電話がかかってきて、それはこの前報告したこの案件ですと

いうことで伝えると、保護者はしっかりと学校から市教委に連絡も

いってるんですねということで安心もされて、学校に任せますとい

って帰られたというようなこともありました。裏を返せばそこを踏

んでいなければ、なんだ学校は教育委員会に報告も上げてないのか

というようなことになって、学校との間が空く大きなトラブルにな
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ってしまった可能性も十分あったということで、職員に対しては、

だからあそこで判断をしたんだよという話をしました。そういった

段階が、学校の中で必ず必要なのかなというふうに思いました。や

やこしくなっていくのは、大きなことが起こっているというより

も、入り口でそういうトラブルというか、うまくいっていないとい

うか、起こった事案そのものの重大さよりも、トラブルになってい

く重大さというか、そのような意識の重大さの方が大きいのかなと

いうふうに思っています。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。ほかの委員の方々はいかがでしょうか。  

 すみません。議長の私からお伺いしてもよろしいですか。教育委

員会の提案のところで、資料３の３の２ですね。いじめを認知した

学校の割合が、全国よりも津市では多いというふうにおっしゃって

いましたが、認知なしというか認知件数ゼロの学校の特徴というか

何かあるのですか？例えば、すごく児童数が少ないなど。  

（事務局）  

 事務局から失礼します。認知をしていない学校というのが、小学

校・中学校ともに２校ずつになっておりまして、一つは、国児学園

などの特殊な学校の体制で運営していただいているところで、一般

の学校とは違う流れになります。そのようなところがある場合と、

あとは小学校・中学校一つずつになるのですが、そこは小規模校に

なりまして、十分丁寧に子どもたちに関わって確認を取りながら、

その結果、やはりいじめとして報告すべきものはなかったというこ

とでいただいておりまして、私どもからも確認もしておるのです

が、そこでも、今年度に関してはありませんということを確認して

おります。  

（伊藤委員）  

 すみません。  

（鎌塚委員）  

 伊藤委員、どうぞ。  

（伊藤委員）  

 先ほど言っていただいたことの関係で、少し皆さんの御意見を聞

きたいところがあって、先ほどのこの認知率というのは、津市は高

いのですが、そのゼロ件の学校は今４校と言わせていただいたので

すが、今の先ほど冒頭の教育長の最初の挨拶にもありましたよう

に、今のこの定義と今の国の流れからすると、このゼロ件であるの
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があたかもダメではないのですが、本当なのかというようなところ

で、見られるようなそんなところがあったりとか、それからすごく

認知件数が少なくなって、廣岡先生も言っていただいた津市の認知

件数が少なくなったこと、これは何か取組をして認知件数が少なく

なったのであれば素晴らしいと思うと言っていただいたのですが、

今はその認知件数をできるだけ多く上げて、小さないじめから拾っ

ていきましょうみたいなそういう国の流れがあるので、少なくなっ

ていくことが何か悪いというか、そんなイメージが私たちもどうい

うふうに捉えていったらいいかと。でも一方で学校ではいじめ撲滅

とかいじめを無くしていきましょうというのを、児童会とか生徒会

で子どもたちが何とかいじめをゼロにしようというようなことの取

組をしているところがあるのですが、そのあたりが非常に難しいと

ころがあって、それで、いじめがまた増加みたいなことを新聞では

報道されますが、丁寧にすごく軽微なものも見て、ケースを挙げて

いっているのにって思いながらも、ケースが増えることをマスコミ

は悪いような感じでこう増加傾向みたいに書かれている状況があっ

て、なかなかこの数字だけをとっても、非常に難しいところがある

のですが、私たちとしては数字に踊らされることなく、しっかりと

子どもたちの目の前にあるものがいじめかどうかきちんと見なが

ら、先ほど山口先生も言われたように、アンケートとか子どもたち

の発する声、いろいろな所でいじめ相談の窓口もつくっていただい

てます。そんな声もしっかりとこう受け止めながら行っていかない

といけないのかなと思うのですが、なかなかそのいじめを無くして

いきたいのですが、今の方向からいくとすごく難しい表現をしてい

かなければならないかなという、少しもやもやした気持ちがありま

して、そのあたり少し今日集まっていただいたかたの御意見いただ

けると嬉しいなと思うのですが、どうでしょうか。  

（川合委員）  

 １点だけすみません。いじめ認知件数について、やはり山口委員

がおっしゃったように、アンケートに出てきたことをしっかり読ん

で、その日のうちに本人にあたっておくということは、すごく大事

なことだと思うんですね。自分は認知件数を大事にしているのです

が、資料の３の２の２、いじめの状況の中で解消しているもの、そ

して解消に向けて取組中という数を挙げていただいてあるのです

が、やはりこれが２６７件のうち小学校で１８３件、１０月現在で

は取り組んでいただいていると。それで、中学では７４件取り組ん
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でいただいている状況というのを教えていただきました。やはり解

決に向けていかに努力をして、そしてそのいじめを受けた被害者が

元のいじめの受ける前の状況にいかに戻り、安心して生活できるよ

うにするかということをやはり大事にしていきたいなと思って取り

組んできたように思います。お答えになっているかどうか分かりま

せんが。  

（鎌塚委員）  

ありがとうございます。ほかの委員の方はいかがでしょうか。  

（山口委員）  

 よろしいでしょうか。  

 実は県にいるときに、ちょうどいろいろ大きな事案が発生したと

きに、国が今おっしゃったように少ないことが駄目だと。県別にグ

ラフが出るのですが、三重県はすごく少ないんですね。それで、一

度文科省の当時の児童生徒課長が県庁へ来まして、知事に面談して

三重県は少ないけど、どうなのかということもありました。それぐ

らい少ないということに関して、行政上は少ないところがダメみた

いな感じのイメージが今も続いてまして、挙げ句の果てにそのゼロ

件の学校は公表しなさいみたいなところまでいって、今、理事がお

っしゃったとおりです。  

 つまりいじめが無いなんてことは、今の定義の上では無いでしょ

うと、そういうスタンスなんですよね。それはもうある意味仕方の

ないところで、小さなものを拾っていきましょうという方針は、こ

れも間違いない話なので、子どもたちが集まって生活していれば嫌

な気持ちになることぐらい当然あるわけで、それはもう今の定義か

ら言えば、すべてそれいじめだよというのはその通りなんですね。

ただそのことと、指導というのはやはり分けて考えていく必要があ

って、やはり報告すべきものというのは、きちんと報告すべきだと

思います。それよりも一件一件をきちんと聞き取って確認してい

く、数字の問題ではないというふうに私は思うのですが、そこを丁

寧にしていくことがまずは大事なのですが、一番怖いのは本来報告

すべきものが漏れていたというのが一番怖くて、そのために広く拾

っていかなければいけないという方針は、これは国全体として間違

いないと思うのですが、私が職員に言ってるときは例えば場合によ

ってはいじめなんて言葉を使わなくても指導ができるわけで、特に

年齢が低ければ、あなたはいじめの加害者だよなんてことを言われ

なくても、先ほど幼稚園の方がおっしゃったように、やはりこれは
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相手が嫌な思いをするよねというふうな指導も場合によってはある

わけですが、ただでも定義から言えばこれはいじめになってしまう

というところがあって、逃さないようにしていかないといけないと

いうのは間違いなく、その方向なんだろうなというふうに思いま

す。数のあんまり増減で一喜一憂して、そこに踊らされるのではな

くて、一件一件きちんと対応していくというのがまず大事なのかな

と思っています。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございます。どうしてもこの場で出てくるのは数字だ

けで、現場の先生方の方が詳しいと思いますので、各先生方の方で

対応していただければ、私たちにとってもいいのかなと思います。

大変恐縮ですが、時間も迫っておりますので、協議事項の４に移ら

させていただきます。その他とありますが、その他議案をお持ちの

かたいらっしゃいますでしょうか。なければ事務局から連絡をお願

いいたします。  

（事務局）  

 失礼いたします。２点連絡させていただきます。１点目は資料１

に津市いじめ問題対策連絡協議会委員名簿がございます。そちらに

連絡先が記載されております。今後必要に応じて、各委員及び各機

関・団体間の連携に御活用いただきますようお願いいたします。２

点目です。事前に請求書等々をお配りをさせていただきました、委

員の皆様方につきましては、お帰りの際に請求書等をお預かりさせ

ていただければと思いますので、事務局のほうへ御提出いただきま

すようにお願いいたします。連絡は以上でございます。  

（鎌塚委員）  

 ありがとうございますお願いいたします。本日は皆様お忙しい

中、活発な議論をいただいてありがとうございました。次回も引き

続きまたよろしくお願いいたします。それでは本日は気を付けてお

帰り下さい。ありがとうございました。  

 

 


